聖地への信仰：室生、富士山、御蓋山・春日山への信仰を事例として by 川合（山口）, 泰代
This document is downloaded at: 2018-07-14T13:36:11Z
Title 聖地への信仰：室生、富士山、御蓋山・春日山への信仰を事例として
Author(s) 川合（山口）, 康代
































序章                              1 頁 
Ⅰ．はじめに                            (1) 
Ⅱ．聖地研究と本研究の視座                      (2) 
１．聖地研究                                                      (2) 
２．人文主義地理学を継承した文化地理学                            (4) 
３．景観と風景                                                    (6) 
Ⅲ．聖地への信仰に関する 3 つの領域                   (7)                            
                                
第 1 部 聖地への信仰の構図                          11 頁 
 
第 1 章 聖地的山里室生の景観の構造              12 頁          
Ⅰ．はじめに                                                       (12) 
Ⅱ．聖地的山里としての室生の景観                                   (12) 
1．室生の歴史                                                    (12) 
2．室生へ至るルート沿いの景観                                    (14) 
3．聖地的山里としての室生                                        (19) 
Ⅲ．聖地的山里の景観の構造                                         (20) 
                                                    
第 2 章 江戸・東京の富士講が信仰した富士山 
―東京都 23 区の富士塚の分析を通じて読む「聖なる風景」の 
誕生と変容―                                      23 頁 
Ⅰ．はじめに                                                       (23) 
1．従来の富士講と富士塚の研究における本研究の意義                (23) 
2．富士講と富士塚                                                (23) 
Ⅱ．富士塚と富士講の変容                                           (25) 
1．富士塚の変容                                                  (29) 
1）江戸末期                                                    (29)    
2）明治期～昭和前期                                            (31) 
3）戦後期                                                      (33) 
2．富士講の信仰習俗の変容                                        (35) 
1）江戸末期                                                    (35) 
2）明治期～昭和前期                                            (36) 
3）戦後期                                                      (38)    
Ⅲ．結論                                                           (40) 
 






第 2 部 聖地御蓋山・春日山への多様な信仰―社会の違いに着目して―46 頁                
  
第 3 章 奈良町の春日講が信仰した聖地御蓋山・春日山の「聖なる風景」 
―春日曼荼羅と儀礼の分析を通じて―           47 頁 
Ⅰ．はじめに                                                         (47) 
1．「春日」による御蓋山の支配                                       (47) 
2．「春日」の信仰文化                                              (48) 
3．近世奈良町の春日講と春日曼荼羅                                  (49) 
Ⅱ．春日曼荼羅の図像分析                                             (53) 
1．春日宮曼荼羅                                                    (53) 
2．春日鹿曼荼羅                                                    (56) 
3．春日曼荼羅に表現された思想                                      (57) 
Ⅲ．春日講による儀礼                                                 (58) 
1．近世春日講の儀礼                                                (58) 
2．2001 年の春日講の儀礼                                           (59)       
3．儀礼に表現された思想                                            (61)  
Ⅳ．おわりに                                                         (61) 
 
第 4 章 近世春日社の神領の人々による聖地御蓋山・春日山への信仰 
―春日社の御田植の祭と春日社旧神領の水口祭における松苗儀礼 
の分析から―                       64 頁   
Ⅰ．はじめに                                                         (64) 
Ⅱ．春日社の神々と水                                                 (65) 
Ⅲ．春日社の御田植の祭                                               (67) 
Ⅳ．春日社の松苗                                                     (70) 
Ⅴ．春日社旧神領における松苗儀礼としての水口祭                       (71)  
1．石川町                                                          (71) 
2．高畑町                                                          (72)   
3．井戸野町                                                        (73) 
4．今市町                                                          (73) 
5．東九条町                                                        (73) 
6．水口祭のまとめ                                                  (74) 
Ⅵ．結論                                                             (75) 
 
第 5 章 世界遺産登録後に生まれた春日山錬成会の人々による聖地御蓋山・春
日山への信仰―春日大社主催の春日山錬成会の活動分析から―79 頁     
Ⅰ．はじめに                                                         (79) 
1．世界遺産登録が場所に与える影響                                  (79) 
2．世界遺産登録に対する春日大社の反応                              (80) 
Ⅱ．春日山錬成会の歴史的変化                                         (81) 
1．第一回の春日山登拝の会                                          (81) 
2．春日山錬成会による御蓋山山頂の本宮神社への登拝                  (83) 
iii 
 
3．春日山錬成会のその後の主な変化                                  (84)  
Ⅲ．春日山錬成会に集まる人々                                         (84) 
1．春日山錬成会の参加者の人数とリピーターの割合                    (84) 
2．春日山錬成会に参加する人々の居住地                              (86) 
3．春日山錬成会に参加する人々の社会的属性                          (87) 
4．春日山錬成会に参加する人々の気持ち                              (87) 
Ⅳ．結論                                                             (89) 
 
第 2部 聖地御蓋山・春日山への多様な信仰―社会の違いに着目して― 
まとめ                           92 頁  
 
終章 本研究のまとめと今後の展開                                94 頁 
Ⅰ．本稿のまとめ                               (94) 
Ⅱ．本研究の新しさ                                                   (96) 
Ⅲ．現代人の聖地への信仰と本研究の今後の展開                 (97)          
   
補論 はじめに                                    101 頁                                       
 
補論 1「私」がいる地理学へ―「道」の思想に基づく東洋地理思想の再発見―102 頁 
 Ⅰ．「私」のいない近代地理学                     (102) 
 Ⅱ．九星気学、風水への関心                                          (102) 
 Ⅲ．「私」がいる地理世界へ                                         (103) 
 
補論 2 日本人の聖地信仰と干支 ―江戸の富士講による富士信仰を「道」の陰陽五
行思想による時間・空間感覚から読み解く―          105 頁  
Ⅰ．はじめに                                                        (105) 
Ⅱ．「道」の思想と陰陽                                              (106) 
Ⅲ．陰陽五行思想と干支                                              (107) 
Ⅳ．干支と時間・空間・人                                            (111) 
1．干支と時間                                                     (111) 
2．干支と空間                                                     (112) 
3．干支と人                                                       (114) 
Ⅴ．庚申という干支から読む江戸富士講による富士信仰                  (115) 
1．申と富士山                                                     (115) 
2．庚申と江戸富士講による富士信仰                                 (116) 
Ⅵ．おわりに                                                        (117) 
 
文献一覧                                                             118 頁 
 
初出一覧                               124 頁 
 







図 1 聖地への信仰の領域区分 
図 2 文化を介した聖地への信仰 
図 3 文化を介した聖地への信仰のうちの「聖なる風景」への信仰 
 
第 1 章 
図 1 研究対象地域 
図 2 仏隆寺から室生寺へ至るまでの道の高低差 
図 3 道の景観 
図 4 室生の山里の地域概況 
図 5 唐見の辻からの景観 
図 6 唐見の辻から太鼓橋までの地形断面図 
図 7 室生の山里の景観 1 
図 8 室生の山里の景観 2 
図 9 室生の山里の景観 3 
図 10 室生を事例として推定された聖地的山里の景観の構造 
表 1 室生の景観特徴 
 
第 2 章 
図 1 関東平野の富士塚の分布 
図 2 上吉田にある富士講の登拝記念石碑の数 
図 3 1779～1867 年に、東京都 23 区内で築造された富士塚の分布 
図 4 『江戸名所図会』の高田富士 
図 5 小野照崎神社境内の富士塚  
図 6 1868～1945 年に、東京都 23 区内で築造された富士塚の分布 
図 7 豊島区池袋氷川神社境内にある富士塚 
図 8 新宿区花園神社境内にある富士塚 
図 9 富士講先達の井田清重氏 
図 10 井田氏宅にある富士講の祭壇 
表 1 東京都 23 区内にある富士塚 
 
第 3 章 
図 1 春日曼荼羅に描かれたおおよその場所と春日曼荼羅を所有した「町」の分布 
図 2 南市町の春日宮曼荼羅（トレース図）     
図 3 京終町の春日鹿曼荼羅（トレース図）  
図 4 京終町春日講の祭壇（トレース図） 
図 5 京終町春日講の祭壇 
表 1 明治期に春日曼荼羅を所有した「町」 





第 4 章 
図 1 春日社の御田植の祭で、巫女が松苗を田に蒔く様子 
図 2 松苗 
図 3 松苗の中に包まれている稲の種籾 
図 4 季節の花々とともに苗代田の水口に飾られた松苗 
図 5 図 4 の松苗部分を拡大 
図 6 松苗を水田の水口に飾ったときの水の流れ 
図 7 水を聖なる水に変換する松苗の役割 
図 8 松苗を通じた春日の神の力により、稲の籾種が青々と茂る早苗へと育つ様子 
 
第 5 章 
図 1 春日山登拝の会（春日山錬成会）の登拝ルート 
図 2 第 1 回の春日山登拝の会、若草山山頂にての記念写真 
図 3 春日山錬成会への参加人数の推移 
図 4 平成 19(2007)年春日山錬成会の春の峰における、参加者の登拝回数 
図 5 平成 19(2007)年春日山錬成会の春の峰における参加者の居住地 




図 1 理・気・象の関係図 
図 2 陰陽の関係図 
図 3 五行の関係図 
図 4 土を中心にした五行の関係図 
図 5 地支を使った 12 区分の時間 
図 6 地支を使った 8 の方位 
図 7 天干と地支を使った 24 の方位 
表 1 天干  
























































































































































































































































































































































































































































































図 2 文化を介した聖地への信仰 
聖地 
文化 1 






































































第 1部  
聖地への信仰の構図 
 
 本稿の第 1部では、序章の図 1を使って説明した 3つの領域において行われる聖地への
信仰の、具体的な事例を取り上げることとする。 




















































































































































































図 2 仏隆寺から室生寺へ至るまでの道の高低差 




































































































図 4 室生の山里の地域概況 
Ａ：図 7撮影地点  Ｂ：図 8撮影地点  Ｃ：図 9撮影地点 
（旧室生村（現：宇陀市）発行 1万分の 1 の地形図を任意に縮小） 
図 5 唐見の辻からの景観 
約 1.5時間の道の景観を抜けると、突然このような山中の盆地景観が参拝者の眼下にひろがる。
この地点からの眺めは、小稿の中で重要な意味をもつが、現在では見づらくなっているため、
コンピュータ・グラフィックスで景観を再現した。（国土地理院発行の 2万 5000 分の１の数値
地図をもとに、マッキントッシュのシーナリアニメーターで作成） 
17 
また、図 6 に指し示すように、唐見の辻から太鼓橋までの俯角は 12 度である。樋口
（1965：40-49）によると、俯角 10 度という値が、通常人間が視覚の中心部分において































































































図 7 室生の山里の景観 1（図 4Ａ地点より水平方向を撮影） 
前方の山々のスカイラインが低く、かつ谷底が見えない眺めである。なお、1994年に筆者が
撮影した 3枚の写真をコンピュータで合成・修正した画像である。 
図 8 室生の山里の景観 2（図 4Ｂ地点より水平方向を撮影） 
図 7よりも周囲の山々への仰角が大きくなっている。なおこれも、図 7同様、1994 年に
筆者が撮影した写真の合成画像である。 
















































































































































































































































講による富士山の信仰を復原するという視点は、いままでにない新しいものである。   
 
2．富士講と富士塚 































ばれる。   
  富士講は、関東地方を中心に、東北から関西まで存在した。1962(昭和 37)年頃の富士講
の実態調査によれば(文化庁(1972))、富士講は、東北から近畿まで数多く存在し、特に関
東平野には多かった。 
  富士講による最初の富士塚築造は江戸であり、1779（安永 8）年の、身禄の弟子の高田
藤四郎によるものである。 なお、小稿では、富士塚を、富士講が造ったもののみとする１）。  








































  小稿では、研究対象地域を、東京 23区とした。なぜなら、東京 23区は、富士塚の発祥
の地と、その周辺地域を含んでおり、また、富士塚の史資料が他の地域と比べて最も多い
からである。 表 1に、東京 23区にある富士塚を築造年代順に並べた。 なお、本章では、


















































A 文京区 本駒込5－7－20 駒込富士 富士講以前 10 10 駒込富士神社 丸滝元講
B 台東区 浅草5－3－2 富士講以前 × 富士神社
1 新宿区 早稲田大学構内 高田富士 1779(安永8) × 早稲田大構内 丸藤講






3 中央区 湊1－6－7 鉄砲州富士 1790(寛政2) 4 6 鉄砲州稲荷神社 丸藤講 1965年
頃
B
4 目黒区 大橋2－16－21 目黒元富士 1812(文化9) △ 上目黒氷川神社
5 北区 中十条2－14－18 十条富士塚 1814(文化11) 6 30 富士神社 十条丸参
伊東元講
○
6 文京区 大塚5－40－8 音羽富士 1817(文化１4) 6 30 護国寺 山護講 1965年
頃
A
7 目黒区 中目黒2－1－23 目黒新富士 1819(文政2) × KDD研究所
8 江東区 富岡1－20－3 深川八幡富士 1820(文政3) × 富岡八幡宮
9 世田谷区 代沢3－27－1 1821(文政4) 森厳寺
10 文京区 白山5－31－26 白山富士 1826(文政9) × 白山神社 戦争 C





12 江東区 南砂7－14 砂町富士 1833(天保4) 5 14 元八幡社 山吉講 ○
13 大田区 本羽田3－9－12 羽田富士 1834(天保5) 4 20 羽田神社 羽田木花
講
14 江東区 深川森下町1丁目 1837(天保8)
以前
× 神明宮
15 中央区 茅場町1丁目 1837(天保8)
以前
× 天満宮
16 中央区 日本橋小網町 1837(天保8)
以前
× 稲荷神社
17 台東区 池之端町2丁目 1837(天保8)
以前
×
18 千代田区 神田須田町 1930(昭和5) △ 4 柳森稲荷神社 神田八講 1965年
頃
A
19 千代田区 外神田2丁目 1837(天保8)
以前
× 神田明神社
20 千代田区 東神田町 1837(天保8)
以前
× 神田松下町不動
21 港区 高輪町 1837(天保8)
以前
× 泉岳寺如来寺
22 江東区 亀戸9－15－7 本所富士 1837(天保8)
以前
1.5 5 浅間神社 丸不二講 1955年
頃
A









25 杉並区 成田東5－29 1845(弘化2) × ？
26 板橋区  氷川町21－8 板橋富士 1855(安政2) 氷川神社 永田講 1962年
頃
A




28 荒川区 南千住6－60－1 南千住富士 1865(慶応元) 4 6 千住天王素盞雄
神社
丸龍講
29 練馬区 北町8－22－1 氷川神社富士 江戸時代 氷川神社
30 文京区 東大構内 江戸時代 ×






31 品川区 北品川3－7 品川富士 1869(明治2) 5 14 品川神社 品川丸嘉
講
○
32 練馬区 北町2－41－2 下練馬の富士 1872(明治5) 5 5 浅間神社 丸吉講
33 練馬区 大泉町1－19 大泉富士 1873(明治6) 8 24 八坂神社 大泉丸吉
講
○
34 足立区 花畑5－10－1 花又富士 1874(明治7)
再築
4 2 浅間神社 丸参講
35 板橋区  赤塚4－22－1 上赤塚富士 1876(明治9) 3 7 氷川神社 上赤塚丸
吉講
○
36 江戸川区 東小岩6丁目15-15 小岩富士 1877(明治10) 1.2 小岩神社 戦前 ？
37 葛飾区 南水元2－1 飯塚富士 1879(明治12)
再築
4 6 浅間神社跡 丸嘉講 ○
38 板橋区  大門11－1 下赤塚富士 1882(明治15) 4 12 諏訪神社付属地 下赤塚丸
吉講
戦争 D
39 江戸川区 平井6－53－1 安養寺の富士 1884(明治17)
頃
× 安養寺
40 江戸川区 平井3－1－18 逆井の富士 1884(明治17)
再築
5 15 浅間神社 丸岩講 1960年
頃
A
41 江戸川区 南篠崎町2－120 上鎌田の富士 1890(明治19） 1.5 6 天祖神社 丸星講
42 江戸川区 船堀6－7－23 船堀の富士 1892(明治25) 2 2 日枝神社 登山講 1965年
頃
A
43 大田区 羽田5－2－7 穴守富士 1905(明治38) × 穴守稲荷社 1985年
頃
A
44 江戸川区 東葛西４－３８ 雷富士 1907(明治40)
再築










46 葛飾区 東金町6－10－5 金町富士 1911(明治44) 1 4 葛西神社 丸金講 昭和以
前
？






48 墨田区 押上3丁目 明治時代 私有地
49 新宿区 歌舞伎町2－17－5 西大久保富士 明治時代 1 20 鬼王神社 戦争 D
50 足立区 西保木間1－11－4 保久間富士 明治時代末期 3 10 保木間氷川神社 丸参講
51 江戸川区 東瑞江2－5－3 下鎌田の富士 1916(大正5) 3 7 豊田神社 下鎌田割
菱八行講
○
52 足立区 千住大川町12－3 川田富士 1916(大正5)再
築
3 20 大川町氷川神社 丸藤講 ○
53 江戸川区 平井6－17－36 平井の富士 1918(大正7) △ 3 諏訪神社 丸富講 1960年
頃
A
54 足立区 足立3－28－16 五反野富士 1919(大正8) 2 15 五反野稲荷神社 丸藤講 ○




56 足立区 千住宮本町24－1 千住宮本富士 1923(大正12) 2 20 千住神社 丸参講 1985年
頃
A
57 葛飾区 立石8－44－31 立石富士 1924(大正13)
再築
0.4 0 熊野神社 一山講 ○
58 北区 田端2－7－2 田端富士塚 1925(大正14) 1 1 田端八幡神社 田端山元
講
59 足立区 綾瀬4－9－9 綾瀬富士 1927(昭和2) 3 13 綾瀬稲荷神社 山包講 1964年 A,
B
60 新宿区 上落合1－29－16 上落合富士 1927(昭和2)再
築
2 1 月見岡八幡神社 月三講 戦争 B,
D
61 新宿区 新宿5－17－3 新宿富士 1928(昭和３) 1.5 6 花園神社 新宿元講 1967年 A
62 江戸川区 東葛西1－23－19 桑川の富士 1929(昭和4) 2.5 5 桑川神社 桑川山玉
参拝講








  図 2 は、御師の中で、江戸・東京の富士講が最も多く訪れる、山梨県富士吉田市の上






























65 世田谷区 松原1丁目 1930(昭和5) △ 10 扶桑教本庁
66 練馬区 春日3丁目 1931(昭和6) 私有地
67 足立区 梅島2－24－23 小右衛門富士 1932(昭和7) △ 7 稲荷神社 丸藤講 戦争 D
68 足立区 島根4－25－1 島根富士 1932(昭和7) 2 4 鷲神社 丸藤講 1965年
頃
B
69 足立区 柳原2－38－1 千住柳原富士 1933(昭和8) 2 5 柳原稲荷神社 丸藤講 ○
70 葛飾区 東新小岩4－23－8 東新小岩富士 1934(昭和9)再
築
1.2 6 天祖神社 ？
71 板橋区  成増3丁目 1949(昭和23) 私有地
72 新宿区 西早稲田3－5－43 富塚富士 1965(昭和40) 5 2 水稲荷神社 なし
73 杉並区 善福寺3－1 昭和40年代 井草八幡宮
74 新宿区 中井2－29－16 ？ 御霊神社





















第 5に、富士塚は、決められた日に祭りが行われ、多くの富士講員が登拝した。  
第 1の富士塚の分布特徴は、図 3と表 1から読みとれる。最初の富士塚である高田富士
（表 1の 1番、以下同じ）は、新宿で築造され、その後、新宿近辺の町や江戸の下町に広








































































      





















  明治期から昭和前期に築造された富士塚の特徴は、以下の 4 点である。 第 1 に、富士
塚築造の分布は、川越街道、日光街道、水戸街道など、街道筋の農村や、荒川や江戸川周
辺の農村に多く見られ、特に東京東部の農村の富士塚は分布が密であった。 第 2 に、明
治期から昭和前期に築造された富士塚の形態は、講碑などの石碑が多い点で、江戸末期の
富士塚とは異なる。 第 3 に、富士塚の築造目的が、富士登拝の疑似体験にとどまらなく
なっていた。 第４に、江戸末期と同様に、富士塚では決められた日に祭りが行われ、富
士講員は富士塚に登拝した。  
 第 1の、富士塚築造の分布特徴は、図 6と表１から読みとれる。明治初期の富士塚の築
造は、川越街道沿いの農村に多く、1884（明治 17）年頃から明治末期までは、江戸川沿い

































    
  第 2の、富士塚の形態の変化、特に講碑などの石碑の増加については、表 1に載せた石
碑の数７）と、十条富士（5番）、池袋富士（47番）の事例からわかる。 ここから、石碑
をもつ富士塚が多いこと、高さ 6ｍ以上の富士塚の多くが 10個以上の石碑をもつことがわ
かる。 図 7 は、池袋富士（47 番）である。 この池袋富士には、13 のさまざまな富士講
の石碑、七合目などの合目石、 また雄猿像や 33貫力石など、初期の富士塚には見られな
かった石碑がある８）。  
  なお、表 1 から、江戸末期に築造された富士塚にも石碑があることがわかる。 たとえ
ば、十条富士（5番）は、1814(文化 11)年築造である。 十条富士にある石碑の作成年は、
築造当初のものはなく、1881（明治 14）年に作成されたものは 15 である９）。 これは、






  第 3の富士塚の築造目的は、新宿富士（61番）の築造から推測される。 この富士塚は、










が奉納されていた 。  
 
     
 
   
 
 






   
 
3）戦後期 
 戦後期の富士塚の特徴は、以下の 3 点である。 第 1 に、戦後は、富士塚の築造がほと
んど見られなくなった。 第 2に、戦前に築造された富士塚の多くが、縮小や撤去された。 
第 3に、多くの富士塚で、富士塚を管理する主体が、富士講ではなくなった。   









さは 6ｍ程度は必要であり、少なくとも 2～3m以下の高さでは、この役割は果たせない。 し
たがって、2～3ｍ以下の高さの富士塚は、築造後、縮小された可能性が高い。 したがっ
て、表 1の 1997年の富士塚の高さから、東京 23区にある富士塚の約半数が、縮小や撤去





の富士塚は、講員が撮影した 8 ミリビデオによれば、昭和初期には高さが 6ｍ程度あり、
富士塚登拝の祭りが行われ、富士講員をはじめ多くの人々が富士塚に登ったことがわかる。  
 図 8 は 2013(平成 25)年の新宿富士(61 番)である。富士山の溶岩かそれに類似した岩石
を使って小山が作られ、浅間神社として、花園神社の境内の片隅に祀られている。新宿富
士は、1928(昭和 3)年に築造され、その高さは、当時の写真から推測すると 6ｍ程度だっ
た。 しかし、1964(昭和 39)年の花園神社の立て替えに伴い、富士塚を縮小した。 花園神
社の片山文彦氏は、筆者の聞き取りによると、このとき、富士講は存在したが、特に反対






第 3の、富士塚の管理主体の変化については、表 1と、いくつかの事例からわかる。 富









図 8 新宿区花園神社境内にある富士塚（2014年 2月 6日筆者撮影） 
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  江戸末期の、富士講の信仰習俗の特徴は、以下の 4 点である。 第 1 に、富士講では、
先達と称する、僧や神主などではない普通の人が、行衣を着用し、講釈をし、護符や加持
祈祷などを行うなど、超人的な力を有した。 第 2 に、一つの講は 50 戸以上で組織され、
富士登拝は毎年 6月（旧暦）頃に、3～7人程度で行われる代参であり、富士登拝は男性の
みであった。 第 3 に、富士登拝の所要日数は往復約 10 日であった。 第 4 に、富士山を
阿弥陀の住む西方極楽浄土とみなす意味づけがあり、富士山頂での御来迎は、西方極楽浄
土を実感できる装置として機能した。 
  第 1 の先達の超人的な力については、江戸期に幕府が出した冨士講禁止令からわかる。 
江戸期の富士講禁止令は、合計 11回で、特に 11回目の 1849（嘉永 2）年には、富士講文
書の没収や御師の取り調べなどが行われた。 1849（嘉永２）年の禁止例は以下の通り「・・
富士信仰之先達と唱え不取止儀を講釈抔致 俗人身分に 行衣を着し 望候ものえ護符
等を出し 加持祈祷且人集等致候始末・・殊に江戸市中のみならず最寄国々にも講中へ相
加り 同様の所業におよび候もの・・」 






  第 3の、江戸末期の富士登拝に要した時間は、 三和町史編さん委員会(1993：1313-1316)
による、茨城県猿島郡三和町の諸木新田の鈴木松蔵氏の、1828(文政 11)年の富士講の道中
日記から推測できる。茨城県から富士山までの往復日数が 14 日であることから、江戸か
ら富士山までの往復日数はおおよそ 10日だったと考えられる。   























た。 この構図の絵は、元和 4(1618)年から、江戸の中・後期まで描かれた。 ただし、江
戸末期の万延元(1860)年には、絵の構図が同じで、山頂に木花咲耶姫を描く例も見られた。 
また、身禄の弟子であり、富士塚を最初に造った高田藤四郎は、富士山で来迎を拝すると
き、極楽を実際に体験できると指摘した１５ ）。  






  明治期から昭和前期にかけての、富士講の信仰習 
俗の特徴は、以下の 4 点である。 第 1 に、富士講員は江戸末期と同様に、先達が超人的
な力を持つと信じていた。 第 2 に、富士講による富士登拝は、代参でなくなり、女性や
子供、老人も参加するようになった。 第 3 に、富士登拝は道中に鉄道を用いるようにな
り、東京から富士山頂までの往復の所要日数が 3～4日になった。 第 4に、富士山頂を阿
弥陀の住む西方極楽浄土とみなす意味づけが消失し、富士山は木花咲耶姫などの聖地と意
味付けられたが、それらを体験する装置は創出されなかった。   




の着ていた浴衣を病人にかけると、医者が見放した病人が元気になった例もあった。   
  第 2の、富士登拝の様子については、文京ふるさと歴史舘（1995）による、1923（大正
12）年から 1939（昭和 14）年の、山護講による登拝記録からわかる。  講員は総勢 82名
で、講員の職業は、大工や飲食店、鳶職人や植木屋などさまざまである。 また、富士登







えられる。   




に挙げた、文京ふるさと歴史館（1995：32-35)によると、 1923(大正 12)年から 1931(昭
和 6)年までの富士山への登拝は往復 4日間で、1932(昭和 7)年には往復 3日間に短縮され
た。 なお、昭和初期の御師の様子から、昭和初期には、一夏に数千人の富士講員が、富
士吉田を訪れていたと考えられる１７）。   













1926(大正 15)年に 20 歳の時に登った講員は、(新宿区民俗調査会 1992：170-171)「出発
の 1、2 日前に先達が音頭をとって、妙正寺川の水車小屋のあった所（美中橋近く）で禊




が、1936(昭和 11)年と 1940(昭和 15)年の富士講の体験としてそれぞれ 1 人が語るが、こ


























  戦後期の富士講の信仰習俗の特徴として、以下の 2 点が挙げられる。 第 1 に、富士講
の年間行事は、昭和前期を簡略化しつつも継承した。 第 2 に、富士講は、戦後に新しい
人が加入せず、衰退・消滅した。 
  第 1の、富士講の年間行事については、月拝みを減らす例こそ見られるものの、富士登
拝において、富士山内で訪れる場所は、昭和前期とほとんど変わらず２０）、また富士登拝
は交通機関の発達にも関わらず２１）3日かけて行われている。  
 第 2の、富士講が衰退・消滅したことは、Ⅱの 2の 3)でもすでに指摘したが、表 1に記
載した原（1996）による調査からわかる。 富士塚をもつ富士講のうち、ほとんどが戦後
から昭和 40年頃までに消滅した。 富士講の衰退・諸滅に伴い、富士吉田の御師も変化し
た。 以下は、富士吉田市教育委員会（1981）による。 1970（昭和 45）年頃になると、富
士講へ行く御師の数は極端に減少し、御師が訪ねても、歓迎しない人が増加した。 戦後
の御師は、御師業では生活が成り立たず、そのため転職や兼職する者が増えた。 1975（昭
和 50）年頃には、御師を兼職とするところが 4、5 軒、専業とするところは 1 軒もなくな
った。  
富士講の衰退・消滅の要因として、新しい人が加入しなかったことが挙げられる。 そ
の理由として、以下のことが考えられる。 まず第 1 に、戦後生まれの人が、宗教的なも
のを倦厭する価値観をもった。 第 2に、講とは無関係の団体旅行が一般的になった。 第
3に、講によるつながりを必要とする人間関係が、地域社会の中で衰退・消滅した。  
その中で、現在でも富士講が行われている新宿区高田馬場にある丸藤宮元講の富士講の
























           
 
 
           
 
  
図 10 井田氏宅にある富士講の祭壇（2001年 9月筆者撮影） 
図 9 富士講先達の井田清重氏（2001年 9 月筆者撮影） 
 
40 
この後、直会を行う。通常の直会はお菓子程度であるが、9 月 4 日のみ、焼き鳥や枝豆
等々、通常よりも豪華にする。直会参加者は、儀礼参加者と先達の妻で、参加者はまず盃









































































































































                                                                                                                                                   
○高田宝泉寺（水稲荷内）富士参十八日迄。諸人群集す・・。」 
６）ただし、再築時期しかわからない富士塚もあり、また明治期の築造と、昭和前期の築
造が混在するところも多いため、小稿であげた分布特徴は、図 5 と表 1 から読みとれた概
略でしかない。 
７）表１の石碑の数は、芳賀（1997）をもとに、筆者が、講碑、記念碑などの石碑数を数






の高さが変化したものは次の通り。 雷富士（44 番）が 4m から 1.7m へ、平井富士（53
番）が 1.5m から富士塚の形を留めないものへ、千住宮本富士（56 番）が 5m から 2m へ、
立石富士（57 番）が 3m から 0、4m へ、中割富士（63 番）が 5m から 2m へ、小右衛門
富士（68 番）が 4m から富士塚の形を留めないものになった。  
１１）たとえば葛飾区立石の富士講では、1997(平成 9)年において、講員 15 名、平均年齢
80 才を過ぎ、 新講員の入会もなく、講の継続は危機的状況である（筆者の聞き取りによ
る）。 
１２）第 1 の例は、神社が主体となって富士塚の祭りを行うところである。 例えば、鉄砲
州富士（3 番）、下谷坂本富士（11 番）、綾瀬富士（59 番）、池袋富士（47 番）がある。 
なお、池袋富士は、戦後祭りが中止されていたが、1998（平成 10）年に神社が主体とな
って祭りを復活させた。 第 2 の例は、表 1 で、富士塚が縮小したところである。 積極的
に保存するのではなく、神社の移転や改築の際に、富士塚を縮小する。 また、第 3 の例
は、神社の移転や改築に乗じて、富士塚を撤去するところである。 

























                                                                                                                                                   
み、その後頂上に登り、天気がよければ銀名水を通って奥宮に行き、頂上をひとまわりし、






２２ ）NHK が 1995 年 11 月 19 日に放送した「霊峰に魅せられて―ある富士講の夏―」に




第 1 部  
聖地への信仰の構図のまとめ 
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図 1 春日曼荼羅に描かれたおおよその場所と春日曼荼羅を所有した「町」の分布。 
なお、点線で囲まれた部分が春日曼荼羅に描かれたおおよその場所。その根拠は注 7に記した。 











































































A 今小路町 鹿 -
B 今辻子町 鹿 -
C 小川町 鹿 -
D 角振新屋町 鹿,宮 ●
E 元興寺町 鹿 ▲
F 元林院町 鹿 -
G 北風呂町 宮 -
H 高畑町 鹿,鹿,宮 -
I 中院町 鹿,宮 ▲
J 西御門町 鹿,鹿 -
K 西城戸町 鹿 ▲
L 橋本町 宮 ▲




O 東向南町 鹿,宮 ●
P 光明院町 宮,宮 -
Q 南市町 宮 ●
R 南袋町 鹿
S 餅飯殿町 宮 ◎
T 脇戸町 鹿 ●



















図 1 と表 1 から、近世奈良町では多くの「町」が春日講を行い、多くの「町」が春日
曼荼羅を所有していたと推測される。これは、前述の『南都年中行事』の記載と通じる
内容である。 












    
 
 
南市町 東城戸町 京終町 東九条 東向中町 西城戸町
製作時期 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 天正6年(1578) 桃山時代 室町時代


















































































× × × ×
仏具で飾られ
た鹿の有無
× × ○ ○ ○ ○
鹿の背の榊の
有無
× × ○ ○ ○ ○
春日曼荼羅の
所有団体



































表 2 春日曼荼羅の特徴 










































図 2 南市町の春日宮曼荼羅（トレース図）  
Ａ：松 Ｂ：杉 Ｃ：柳 Ｄ：桜（ただし図上方にある山中の咲いた桜は省略）Ｅ：梅 
イ：月輪らしきもの ロ：春日山 ハ：御蓋山 ニ：五つの円鏡とその内部の仏  
ホ：春日四社 ヘ：春日若宮社 ト：二の鳥居 チ：春日御塔 リ：一の鳥居 






































図 3 京終町の春日鹿曼荼羅 
（トレース図）  
イ：月輪らしきもの ロ：春日山 ハ：御蓋山 
二：雲 ホ：霞 ヘ：五つの円鏡とその内部の仏 
ト：大きな円鏡 チ：榊 リ：藤 ヌ：鹿  
ル：仏具 




































の文政 11（1828）年の 1月 21日の記録がある。 
廿一日 春日講 朝座 年寄中年預中出座 若宮宮内殿より御礼伏兎持参ノ人江御酒
一献出ス・・・会所入之衆中社参被成候哉と尋させ幾人ニ而も同道申社参人無之候得
者年預より社参相勤メ可申候事 床間懸  
物 春日曼荼羅 志よ志よ 御神酒 焼
（ママ）
明（灯明か・・・筆者） 洗米 花 松 梅 
竹 椿・・・ 松梅 たち花 焼き豆腐弐つ ほうたわら たいたい かうじ うる免
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弐つ ミかん・・・献立・・・廿一日社参 麻上下 御霊社 御幣 鳥目廿文 同 御














造った。図 4は祭壇のトレース図であり、図 5は祭壇の写真である。 
             
   
 
図 4 京終町春日講の祭壇（トレース図）  
イ：杉の葉 ロ：青竹 ハ：榊 ニ：塩 ホ：洗米 ヘ：頭屋座講のご神体 
ト：増田家の大黒様 チ：御神酒 リ：注連縄 
























の祭壇（2001 年 1 月
21 日筆者撮影） 
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注） 







日権現記絵』の詞書や、『園太暦』観応 3（1352) 年 5月 15日条、『実隆公記』永正 3（1506)
年 9月 19日条に記されていた。現在この御託宣は、中世に創作されたものと考えられて
いる。 
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13）柳の芽吹きは 3月くらいであり、梅は 2月から 4月に開花し、古くから日本人に親し























































































































































































































臣祐定記』の寛元 4（1246）年の 1月 18日の条に、「今日、田植の義あるべくも、行幸の還
御、酉の刻の間、夜に入る田植えは不吉の旨、巫等に申す、延引して晦日たるべきの由云々、」
とあるのが、現在確認できる御田植の祭の最古の記録である。この内容は、この年の 1 月 8
日以降の最初の申の日である 18日は、たまたま嵯峨天皇の春日行幸と重なったので、次の申
の日の 30日に延期したというものである。なお、同じ『中臣祐定記』の正応 2（1289）年の






























記』の文明 5（1473）年正月 16 日の条には、「春日御田植也、田舎輩参詣、深雨也、為田作
吉事歟」とあり、御田植の祭の時に降った深雨を田作りの吉事とみなしている。また、『多聞




















度、3歌は 2度、のべ合計 5歌、歌われる７）。 
1 歌：わかたね うえほよ なえたね うえほよ おんなのてに てをとりて ひろひろと
るとよ ヤレヤレ・・・ 
2 歌：みましも しげや わかなえ とるてやは しらたま とるてこそ しらたまなゆら
や とみくさのはな ヤレヤレ・・・  





























図 1 春日社の御田植の祭で、巫女が松苗を田に蒔く様子 





















 図 3 松苗の中に包まれている稲の種籾（2007年 3月筆者撮影） 
 







































































図 4 季節の花々とともに苗代田の水口に飾られた松苗（2007年 5月筆者撮影） 








































2001年 4月に、東九条町の武村健氏（昭和 9年生まれ）に話を伺った。武村氏は、 
東九条町の水利組合の幹事である。 































































































































































７）鹿谷（1990）によると、史料から江戸時代には、このうちの 1 歌と 3 歌が使われ続けて
きた。明治 7（1874）年の『藤のしなひ』（春日大社蔵）には、現在の 2 歌と、現在は使わ
れていない 4 歌が追加されており、明治初期に御田植歌の再編成が行われたと考えられる。










































































































































































































    
        
 
     
 
 
図 2 第 1回の春日山登拝の会、若草山山頂にての記念写真 
（1999年、春日大社から参加者へ配られたもの。筆者蔵） 














 その後は、企画した A氏を中心に 2～3 人の神職たちにより、この登拝の会の活動は、
継続されていった。そして次第に登拝の会は、年に 4 回行われることで定着していった。





























































平成 20（2008）年１月 9 日から、春日山錬成会の参加者を対象に、御蓋山山頂の本宮
神社のみに登拝し、そこで大祓詞を何度も奏上するという活動がスタートした。これを春
日大社では、「嘉例の本宮登拝」を 130年ぶりに復興するものと位置づけた。 




























































































































1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21
人数
回数
図 3 春日山錬成会への参加人数の推移（春日大社が保管する資料から筆者作成） 
 












とから、この 4 年強の間、2 回の休みがあるものの、ほぼ毎回出席している人がいること
がわかる。 
平成 20（2008）年の秋の峰の参加者の参加回数をみると、最高回数の参加者の 28回の















 図 5は、平成 19（2007）年春の峰の、参加者の居住地を図にした10）ものである。      

































































































































































































































                                                   
1）筆者が春日山登拝の会（のちの錬成会）に参加したのは、平成 11（1999）年 3月 20
日の第一回の会と、平成 13（2001）年 2月 18日の本宮神社へはじめて登拝した会と、平
成 19（2007）年 3月 17日・18日の前日の参籠と春の峰の錬成会と、平成 20（2008）年























                                                                                                                                                
7）座の数え方は、43人が一斉に一度の大祓詞を奏上すると、43座の大祓詞の奏上を行っ
たとみなすということであった。当日は全員で一千座の大祓詞を奏上したこととなった。 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大道は無形にして 天地を生育す  
大道は無情にして 日月を運行す 
























































































































図 3 五行の関係図 
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本稿で扱う干支は、前述の陰陽五行の組み合わせから成り立っている。干支とは、正確
には 10の天干と 12の地支の組み合わせであり、合計で 60の組み合わせがある。 
干支の干である天干とは、天の理気を表したものである。表 1が天干である。木火土金水
の五行のそれぞれに、陽と陰が結びつくことで、10通りの異なる理気が存在する。 
   
 
       
天干 甲 乙 丙 丁 戊 己 庚 辛 壬 癸 
五行 木 木 火 火 土 土 金 金 水 水 






































   
 
 
地支 子 丑 寅 卯 辰 巳 午 未 申 酉 戌 亥 
五行 水 土 木 木 土 火 火 土 金 金 土 水 
陰陽 陽 陰 陽 陰 陽 陰 陽 陰 陽 陰 陽 陰 
 
 
図 4 土を中心にした五行の関係図 
表 1 天干  




















たちは 1 年を 12 ヶ月に分けるが、かつての日本ではその 12 ヶ月も干支の支を用いて 12
区分してきた。図 5は干支の支による時間区分である。図 5の支の一日の時間は、現在使






         













































た。本稿では、このうち 8方位や 24方位を、干支を使って説明したい。 























 子に着目すると、子は表 2の地支表をみると、水の陽である。図 6の子のところを見る












 干支による空間区分は、上述の 8方位の他に、24に区分する方位も存在する。図 7は、
24方位に区分された方位図である。この図も、図 6と同様に南を上とした。 
図 6 地支を使った 8の方位 
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 前述の 8 方位や 24 方位は、現在の日本では、今でも家相を見たりするときに用いられ

























































の例祭は 11 月 3、4、5 日であるが、もともとは、これは申の日に行われていた。近世に
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には多くの学恩をいただきました。感謝申し上げます。また、宗教と地理に関して多くの
学恩をいただきました、駒沢大学の小田匡保先生と筑波大学の松井圭介先生に、感謝申し
上げます。また、長きに渡り学恩をいただきました明治学院大学の森本泉先生に感謝申し
上げます。また、学会や研究会等で、多くの研究者の方々に数多くのご教示をいただきま
した。感謝申し上げます。 
また、フィールドワークでは、神社の方々や信仰を実践する方々に、数多くお世話にな
るとともに、数多くのご教示をいただきました。感謝申し上げます。 
そして、大学の学部・大学院の学友である高野明子さん（結婚後は木下明子さん）には、
春日曼荼羅のトレース図をはじめ、私の論文に数多くの図を描いていただきました。ここ
に感謝申し上げます。 
最後に、研究活動を長きに渡り応援し続けてくれた、両親と夫と息子に、あらためて感
謝を申し上げます。 
 
